
原子力エネルギー
の利用の推進

再生可能エネル
ギー等の利用の推

進

水素／燃料電池

化石燃料の開発・
利用の促進

原子力安全の確保

普及・展開基礎 応用
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高速増殖炉サイクル技術開発（文）【1,916億円】
発電用新型炉技術開発
委託費（経）【186億円】

ITER計画等の推
進（文）【422億円】

核不拡散・保障措置（文）【175億円】

使用済燃料再処理事業高
度化補助金（経）【34億円】

次世代軽水炉等技術開発費
補助金（経）【51億円】

・高速原型炉「もんじゅ」
・高速実験炉「常陽」
・高速増殖炉サイクル実用化研究開発
・MOX燃料製造技術開発

安全研究（文）【823億円】

高経年化対策強化基盤
整備事業（経）【67億円】

革新型太陽電池国際研究拠点整備事業（経）【54億円】

洋上風力発電等技術研究開発（経）【28億円】

セルロース系エタノール革新的生産システム開発事業（経）【27億円】

戦略的創造研究推進事業（先端的低炭
素化技術開発）（文）【25億円の内数】

太陽電池に関する材料研究開発（文）
【9億円】

金属シリコンを出発材料とする高効率球状シリコン
太陽電池の連続製造技術開発（環）【9億円】

乾式メタン発酵法活用による都市型バイオマスエネルギーシステ
ムの実用化に関する技術開発（環）【3億円】

下水汚泥の高効率エネルギー利用技
術の開発（国）【0.7億円】

固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発（経）【243億円】

燃料電池システム等実
証研究（経）【63億円】

定置用燃料電池大規模
実証事業（経）【94億円】

水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発（経）【44億円】

戦略的創造研究推進事業（先端的低炭
素化技術開発）（文）【25億円の内数】

燃料電池に関する材料研究開発（文）
【68億円の内数】

水素・燃料電池社会構築のための負荷
対応型水素精製システムに関する技術
開発（環）【0.7億円】

環境問題等に対応するための先導的技術
を用いた住宅供給の推進（国）【2億円】

革新的次世代石油精製等技術開発（経）【138億円】

天然ガスの液体燃料化（GTL）技術実
証研究（経）【209億円】

噴流床石炭ガス化発電プラント
開発費補助金（経）【119億円】

分子ゲート機能CO2分離膜の技術研究開発（経）【21億円】

経済産業省文部科学省 環境省 国土交通省 【 】･･･第3期（H18～22年度）予算額合計

・高速増殖実証炉の概念検討等

・次世代軽水炉の開発

・新型ガラス溶融炉開発

・核融合実験炉
・原型炉に向けた最先端核融合研究開発

・再処理施設及びMOX加工施設の保障措置技術開発

・安全規制の科学的合理性向上のための安全研究

・高経年化プラントの安全性の科学的検証のための基盤整備

・化合物系、量子ドットなどの革新的太陽電池の研究開発

・太陽電池に関する先進的技術の創出

・有機系太陽電池等の研究開発

・シリコン球製造技術

・洋上風力実証研究

・セルロース系エタノール生産技術

・乾式メタン発酵法によるバイオガス発生技術

・下水汚泥炭化燃料の発熱量向上

・自動車用、定置用の低コスト化、高性能化 ・家庭用燃料電池システムの実証

・燃料電池自動車の走行実証、
水素ステーションの実証

・先進的技術の創出

・性能向上等のための材料開発

・水素精製・貯蔵システム

・水素供給システムの開発、保安規制見直しのための安全性データ取得

・集合住宅における水素供給の実証実験等

・重質油、オイルサンド等利用技術

・IGCC実証試験

・GTL製造技術

・CCS－CO2分離技術

大項目

「重要な研究開発
課題」の括り

※関係府省への調査結果に基づき、主要施策のみを記載して
いる。
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経済産業省文部科学省 環境省 国土交通省

イットリウム系超電導電力機器技術開発（経）【89億円】

高温超電導ケーブル実証プロジェクト（経）【16億円】

イットリウム系超電導電力機器技術開発（経）（再掲）【89億円】

革新型蓄電池先端科学基礎研究事業
（経）【60億円】

次世代天然ガス高圧貯蔵技術開発（経）【3億円】

精密高分子技術（経）【13億円】

長周期振動耐震性評価研究（経）【0.7億
円】

有機発光機構を用いた高効率照明の開発（経）【11億円】

次世代高速通信機器技術開発プロジェクト
（経）【21億円】

次世代ヒートポンプシステム研究開発（経）【4
億円】

省エネ型白色LED照明器具の普及促進のための低コ
スト化技術開発（環）【5億円】

住宅と設備の総合的な省エネ評価手法の開
発（国）【4億円】

住宅・建築物の省エネ対策の強化のための
調査検討（国）【0.8億円】

省CO2型都市デザインの実現に向けた既設建物間熱
融通の普及方策検討調査（国）【0.4億円】

無曝気・省エネルギー型次世代水資源循環
技術の開発（国）【0.2億円】

次世代航空機用構造部材創製・加工技術開発（経）【36億円】

革新型蓄電池先端科学基礎研究事業
（経）（再掲）【60億円】

環境・エネルギー材料の高度化のための研究
開発（次世代自動車用燃料電池、蓄電池、耐
熱材料）（文）【68億円の内数】

次世代低公害車開発・実用
化促進事業（国）【29億円】

船舶からのCO2の排出低減技術の開発のための研究
（国）【16億円】

実海域性能評価システム
の開発（国）【16億円】

高効率海上物流の基盤技
術の開発（国）【0.3億円】

環境調和型製鉄プロセス技術開発（経）
【60億円】

エネルギー使用合理化技術戦略的開発（経）（H21年度から「省エネル
ギー革新技術開発事業」に名称変更）【351億円の内数】

グリーンITプロジェクト（経）【132億円】

【 】･･･第3期（H18～22年度）予算額合
計

大項目

「重要な研究開発
課題」の括り

※関係府省への調査結果に基づき、主要施策のみを記載して
いる。

・イットリウム系超電導ケーブルの開発

・実系統での送電実証

・ポストリチウムイオンなどの革新型蓄電池

・天然ガス高圧貯蔵技術

・地震動特性評価、地下構造モデル作成

・高耐久性の石油タンクシーリング材等の開発

・有機EL照明の開発

・白色LED照明の高性能化、低価格化

・省電力ルータスイッチ開発等

・次世代型ヒートポンプ

・CASBEE－すまい（戸建）の開発

・断熱性能診断技術等

・建物間熱融通普及促進マ
ニュアルの策定

・省エネ排水処理システム

・ポストリチウムイオンなどの革新型蓄電池

・新型二次電池、耐熱材料等

・航空機の省エネに資する先進材料

・DME自動車等の走行実証

・排熱回収スターリングエンジンの実証等

・実海域性能評価法（海10モード）開発等

・海上物流のデータベース化等

・高炉法におけるCO2削減製鉄プロセス

・高効率ターボ冷凍機等の開発

・サーバ、ネットワーク機器等の省エネ化
・低消費電力型の大規模集積技術（グリーン・クラウドコンピューティング）の開発等
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